
 

 

ぶらり 
らい ぃ 

＊利用者からの質問をもとに昭和館図書室の資料をご紹介します。 

【書名の後の（）の数字は（請求記号 保管場所 資料番号）です。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問）図書室の検索
けんさく

端末
たんまつ

から大日本飛行少年団総本部発行の『飛行少年』という雑誌を 

検索したところ、雑誌タイトル一覧のすべての資料の「複写」項目に、丸囲みの中に 

「複禁」と書かれた画像が表示された。この資料はコピーできないのか。 

（答）図書室所蔵資料の中には、劣化
れ っ か

や形態等の理由で、閲覧室
えつらんしつ

のコピー機でのセルフ 

コピーをご遠慮いただいているものがあります。目印に資料本体の背表紙や、表紙、 

裏表紙の上部に「複禁」と書かれた丸いシールを貼っています。 

図書室の検索端末から所蔵検索をした際に、前もって利用者に複写禁止資料である 

ことがわかるよう検索結果一覧の「複写」の項目
こうもく

と、タイトル詳細
しょうさい

画面の 

「コメント 2」の欄
らん

に資料本体に貼ってあるシールの画像を表示しています。 

 

 

 

◎文献
ぶんけん

複写サービスのご案内◎ 

複写禁止資料についてはセルフコピーをお断りしていますが、職員が資料を 

スキャニングして複写物を提供する文献複写サービスを行っています。申
しん

請書
せいしょ

の提出等 

のお手続きがございますので、ご希望の方はカウンターへお申し出ください。 

資料への負担を最小限に抑
おさ

えてスキャンニングしますので、形態によっては複写ページ 

の一部に影
かげ

や文字が判別しにくい箇所
か し ょ

が発生する場合がございます。傷みが激しい等の 

理由で文献複写サービスをご提供できず、閲覧
えつらん

のみとなる場合もございます。 

ご了承ください。 

～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. ２８４ 

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 

検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 

操作方法等、カウンター職員までお気軽にお問い合わせください。 

昭和館図書室 

オリジナルキャラクター 

本太郎 

 
このシールが 

複写禁止の目印だよ 



 
 

 

昭和 21 年(1946)1 月 13 日、戦後初のたばこ「ピース」が発売されました。今回は戦中・

戦後のたばこにまつわる話です。 

江戸
え ど

時代、たばこは乾燥
かんそう

させた葉を細かく刻み、それを丸めて煙管（きせる）の先端
せんたん

に

ある火皿に詰
つ

め、火を点けて煙
けむり

を吸う「刻みたばこ」が一般的
いっぱんてき

でしたが、明治初年頃に   

土田安五郎が輸入たばこを模した紙巻たばこの製造を始めたのが、日本における紙巻  

たばこ製造の最初とされています。紙巻たばこは明治初期(1870 年代)に発売された吸い口

の長い「口付たばこ」と明治 24 年(1891)から発売された、吸い口がなく、たばこの両端
りょうたん

   

まで葉が詰まっている「両切りたばこ」の 2 種類が存在しました。現在主流となっている

「フィルター付きたばこ」は昭和 32 年(1957)年発売の「ホープ」からです。 

 昭和 12 年(1937)年に日中戦争が勃発
ぼっぱつ

すると、たばこのポスターには戦意
せ ん い

高揚
こうよう

のキャッチ

フレーズ、パッケージには爆撃機
ば く げ き き

が描
えが

かれるようになり、印刷も 1 色刷りに減らされ、   

簡易包装になりました。 

また、戦時中はほとんどのたばこに「戦時負担額」が課されていました。例えば、昭和

19 年の「金鵄（きんし）」20 本入りは、売価 16 銭に「戦時負担額」29 銭が加算され、     

定価は 45 銭になっていました。このたばこは元 「々ゴールデンバット」という名称
めいしょう

でした

が、英語が敵性語という理由で、昭和 15 年から昭和 24 年 6 月に販売
はんばい

が再開されるまで  

神武天皇の神話にある「日本建国を導いた金色の鵄（トビ）」の名称に変更
へんこう

されていました。 

昭和 19年(1944)年 1月からたばこは配給制となります。1日当たり 6本の割当てとなり、

重要産業の労働者には労務特配で不足分を補いました。物資の不足から代用品の葉まで 

使用しなければならない状 況
じょうきょう

でした。 

終戦直後、たばこの割当ては 1 日あたり 3 本までとなります。たばこは当時税収の 20％

を占
し

めていましたが、空襲
くうしゅう

で工場を失っていたため手に入れるのは至難の業でした。 

このような状況の中、「配給品」ではなく「自由
じ ゆ う

販売品
はんばいひん

」として発売されたのが「ピース」

でした。名称
めいしょう

は消費者からの募集
ぼしゅう

で 1 位は「New world（新世界）」、2 位が「Peace（平和）」

となり、結果として 2 位の「ピース」が採用されました。値段は配給品の 10 倍以上と    

極めて高価であったにも関わらず、販売数量が限られていたため、発売当日にはたばこ屋

に行列ができたそうです。政府は明治 37 年（1904）7 月「煙草専売法」を施行
せ こ う

し、たばこ

の製造専売を開始していましたが、昭和 24（1949）年、新たに日本専売公社を発足させ、

翌年には長きに及
およ

んだたばこの配給制度も廃止
は い し

されることとなりました。 

【参考文献】 
『日本たばこ産業  百年のあゆみ』589/Mi68 閉架一般 000052420 
『たばこ専売史  第 1 巻』588/N71/1 閉架一般  000024635 
『たばこ専売史  第 2 巻』589/ N71/2 閉架一般  000024636 

ぶ ら り ら い ぶ ら り ぃ ～図書室にはこんな本があります～ ＮＯ．２８４ 
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平和を願って名づけられた「たばこ」
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